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1)ブ リテ.イッシュ亜麻会社 の設立背景 や初期 の経営構造 につい ては,筆 者稿 「ス.コ.ットラ ン ド































ロイ ヤ ル銀 行 か ら融 資 さ れ る。
グ ラス ゴ ウ支 店 が 設 立 さ れ る。
債 券bond,手形billを発 行 し,.£10,000以内の 資 金 を調 達 す る。
委 託 料 金 の支 払 い を め ぐって,ロ ン ドン支 店 代 理 人J.グ ッ ドチ ャ イ
ル ドとの係 争 が 表 面 化 す る。
準 備,紡 績 生 産 が ドイ グD.Doigとの合 弁 事 業 に 移 管 す る 。
不 良 債 権 の 問題 が 表 面 化 す る。 財 務 裁 判 所CourtofExchequerから
£10,000-12,000の融資 を受 け る。
ロ イヤ ル銀 行 か ら融 資 を受 け る。
良 質 亜麻 布 を減 産 す る,、
取 引 先 の倒 産 問題 が報.告され る。
グ ラス ゴ ウで の累 積債 権(£2,823.12a.)の問 題 が 報 告 され る 。
輸 出 補助 金 の停 止 に対 応 して,グ ラス ゴ ウ商 人 に 長 期 の信 用決 済 期 間
を 与 え,亜 麻 製 品 の輸 出販 売 を 促 進 す る。
輸 出 補助 金 が..一時 停 止 す る。
取 引 先 の連 鎖倒 産 が報 書 され る。(03,07,〔14.18も同 じ報告 。)
グ ラス ゴ ウ.支店が 閉鎖 さ れ る。
ロ イヤ ル銀 行 か ら為替 手 形billofexchangeの信 用 供 与 を 受 け る。
輸 出 補助 金 の 一時 停止 とフ ラ ンス,ド イ ツか らの 亜 麻 製 品 の大 量流 入
に よ る競争 の 激化 が報 告 され る。 そ の 対 応 策 と して,① 不 良債 権 回収
の 強 化,② 国 内市 場 向 け の亜 麻 製 品 事 業 に経 営 資 源 を集 中 す る こ と,
③ 在 庫 製 品 を 売 りさ ば くこ とが 講 じられ る。
ト ッ ドは 正 式 の ロ ン ドン支店 支 配 人 と して 任 命 され る。
輸 出 補 助 金 が 再 開 さ れ る 。
羊 毛 製 造 業 者 に貸 し付 け を与 え る。
委 託 販 売 を通 じて,マ ンチ ェス タ 一ーや リバ プ ー ルへ の 亜 麻 糸 販 売 が 開
始 す る。
ロ イヤ ル銀 行 か ら £3.000の融資 を受 け る。
トッ ドが 辞 任 し,亜 麻 製 品 の卸 売商 人 と してBLCの ロ ン ドン販 売 業
務 を一 手 引 き受 け る。
ロ ン.ドン支 店 が 閉 鎖 さ れ る 。
リス ボ ンへ の.合弁 輸 出 事 業 計画 が提 案 され る。 → 否 決 され た 。
スペ イ ンへ の 輸 出 事 業 が 行 われ る 。→ 失 敗 に終 わ っ た。
D.ド イ グ との 合 弁 事 業 契 約 が 破 棄 され,ユ762年2月28日 まで そ の 清
算 過 程 が 続 く。
約 束 手 形 の 支払 い に 関 す る任 意選 択 法OptionalClauseを取 り入 れ,
























































資料=Mf胤 螂`　μ 扉 砺 曜4加 蔚 げ 疏8G8"餌 飽 雇 仙 απσ砂(加 廓 げsheBritishム厩 π(油拠.
ραηyCI川mencingS叩tember17th1746,Edinburgh.Dec.11746-Mar.21772.
Minute∫げCourtげD吻 ασr5g 加々B"廊 ゐ乙fπ即～(わ朋μ 解y.Aug.21746-Feb.11-768.
C.A.Malco■m,7先81f醜o℃yげ醒εβ沈f∫hbarnBunk,Edinbu■gh,1950.
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.えられ る ものを抜 き出 して,作 成 した ものであ る%こ の表の内容か ら窺わ れ.
るように,亜 麻 製品の イング ラン ドとアメ リカ植民地への移,輸 出拡大を 目指
して設立されたBLCは,営 業初期 において きわめて広範囲な事業活動を展 開
してい る。1746年9月に大量 の亜麻原料が海外か ら輸 入されは じめた。その後
ハ イラ ンドでの紡績生産や織布,準 備,漂 白工程 にお ける拡大生産の計両案 も
次 々 と実行 に移 された。生 産工程 の拡充 に応 じて,イ.ングラ ン ドや アメリカ植
民地へ の販売促進 も必要 とな って きてお り,そ れ に応 じて ロ ン ドンとグラス ゴ
ウ とを拠点 とす る支店が相 次いで設立された。1750年まで にBLCは すでに,
亜麻原料 の輸入か ら,準 備,紡 績,織 布,漂 白崖産,そ して製品の販売な どめ
あ らゆる関連分野 に進出 してお り,当 時 の亜麻事業団体 の中で最 も大 きいな事
業規模 を もつ ものと して成長す るに至 ったのである;1〕。
ところで,1753年以後の事業内容を見 てみ ると,良 質亜麻布 の減産 をは じめ,
亜麻生 産事業 の規模が しだい に縮小 してい った ことが分か る。1754年4月の輸
出補助金 の一時停止 によって,BT.Cは 設立 以来最初 の経営危機 に見舞われ,
それに対応す るために生産規模や範囲の縮小が講 じられたので ある。 この年 に
輸 出向 けの織布 生産 が大幅に削減 され4〕,紡績以外 の生産活動 も景気の回復 を
待つ形 で一 時停止 した。1756年6月に輸 出補 助金の付与が再 開され,さ らに英
仏 七年 戦争 による軍事特需 の刺激 を受 け,織 布生産の関連諸分野 は再 び活況 を
呈す るようにな った。 図 ユが示 してい るように,1756年か ら亜麻布 の売 り上 げ
高は再 び上昇傾 向に転 じ,ユ760年に最高の売上水準 を記録 したので ある。











2>ブ リテ ィ ッシ 訊亜麻 会 社 は1979年に 貞 コ ッ トラ ン ド銀 行 に吸収 合併 さ れ た ので,同 社 の 出資 者
総 会 や取 締 役 会 の議 事 録,そ して会 計 帳 簿 な どの 関 連 史料 は,現 在 すべ て ス コ ッ トラ ン ド銀 行 の
史 料 館BankげScotlandAichゴτ・fに収 め られ てい る。
3)S.(;.GheckLand,SrottishBankingAhistory1695-1973,Glasgow,1975,p.96.資本規 模 だ け.
で は な く,亜 麻 製 品生 産高 か ら見 て も,BLCは 他 の 事 業 体 よ り際 立 って 高 い 割 合 を 占 め て いた 。
4)AJ.Dude,The&:o漁∫hLinenIndustryintheEighteenthLeatury,Edi【[burgh,1979,PP.131-
132.「自社 年 産」 に よ る輸 出向 け の粗 製 亜 麻 布 オ ス ナ ブ ル クOsnabur区hや良 質亜 麻 布 の減 産 が
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が しだい に高ま ってい った ことは注意 を要す る臼}。「委託 生産」 の下で,会 社 は
実際に何 の生 産の経営管理 に も参与 してお らず.,したが ってBLCは すで に織
布生産事 業か ら手 を引 く方針 に した とい うことがで きるので ある.事 実,1754
年の輸 出補助金の一時停 止を契機 に,事 業活動 の重心 は しだい に生産か ら販売
と金 融 との方 に移 ってい くよ うにな った。1759年に共同支配人 の トッ ドWi1-
liamTodがBLCか ら独 立 し,そ の後亜麻 布販 売活動へ の傾斜 は一段 と鮮 明
5)1750年代 中葉 まで は.織 布生産 は主 として 「委託生産」.と「自社 生産」 という二つの生産方式




















麻関係業者の間Q流 通手段 となり,それによってBLCは 自社発行の手形で,
大規模な貸 し付け業務を行 うことができるようになったのである。不良債権の






















を区分点 と して,BLCの 事業展開過程 を二つ の段階 に分 けることがで きるで
あろ う。.この段階区分に従い,本 稿 及び次稿 は1750年代ll1葉までの事業内容 と
財務状況 を分析す ることにする。その際 に,事 業活動 の重心が生産か ら販売 と
金融へ移 ってい った ことの契機 が どのよ うに形成 され たのか,と い うことの解
明 に焦点が合わせ られ る。
II生産と販売との統合経営
(1)生産工程の垂直統合
輸出補助金を 目当てに設立されたBLCは 営業初期 において,輸 出向けの亜
麻布の生産拡大 と販路の開拓 に事業 の重心 をおいていた。 この時期 の事 業経営
の最 も顕著な特徴は生産 と流通 過程 の垂直統合 にあ った。すでにBLCの 前 身
会社の 「エデ ィンバ ラ亜麻 組合企業」 によ り,亜 麻布の製織が営 まれて.いたた
め,株 式会社に改組 して以来BLCは 亜麻布 の製織..1=程を中心に,事 業 の垂 直
統合 を進めてい ったのである。
織布工程は この時期 に,自 社 生産 と委託生産 とい う.二つの生産方式 によって.
行われていた5,。二つの生産方式 はそれぞれ 良質亜麻布 と粗製亜麻布 の生産 に
適用 されていたが,そ の中で特 に往 日に値す るの は,委 託生産方式 の下で行わ
れていた製造業者への信用供与業務で ある。委託生産方式は本来,会 社側 の生
産管理責任を軽減 し,製 品の生産 と販売過程 に生 じうる危 険を委託先 に転嫁 し
よ うとす る経 営措 置であった。資金力 を欠いてい る製造業者を援助す る意 図 も
あ り,BLCは 製造業者 に前貸 しの形で亜麻糸や織機 を与えた り,担 保つ きの
信用供与を行 った りして,製 造業者 に様 々な資金調達上の便宜 を提供 したので











体 的な内容 は,1746年10月2日の取締役会 における決議内容か ら窺 うことがで
きる。す な.わち,BLC指 定の粗製亜麻布 の製造 にあたって,製 造業者 は会社
当 てに担 保 額 以 内 の為 替手 形 や 約 束手 形 を振 り出す こ とが で きcreditfor
drawingBillsorNotesonthiscompany,貸し付 け金が 法定利 子率で加算され,
亜麻布 と引 き換 えに決済 され るとい うもので あ った。貸 し付 け業務 はこの よう
に,最 初 は単 なる生産 を促 進す るための補助措置 であったが,生 産規模が拡大
す るにつれ,そ の本来の補助的性格 には しだいに変化が生 じて きた。それが次
第に生産業務 に とってかわ り,事 業 活動 の重心 となる ことは後 に見 るであろ う。
織布].:程を起点 とす る事 業の統合過程 はまず後方へ,す なわ ち紡績 準備工
程,.および亜麻原料 の輸入へ進んでい った。早 くも1746年9月18日に開かれた
第一回の取締役会で,支 配人のマ カロ ックが,サ ンク ト・ペ テルブルグにい る
原 料仕 入れ代理 人と連 絡を とり,そ こか ら200トン近 くの亜麻原料 を輸 入す る
よ うと指示 され た一方,輸 入 した亜麻原料 を代理 人agentsに配分 し.,原料 の
委 託紡績加工 を行 うこ とも決議された ので あ った8}。域 内製造 業者 への康料供
給 を確保す るため,亜 麻原料 はその後続 々 とバ ル ト海地域や オラ ンダか ら輸入
されて きて,輸 入量が増大す る傾向にあ った。 この ように増 えつつあ った原料
を加工 す るた め に,BLCは 「漁 業 ・製造 業理 事 会JBoardofTrusteesfor
FisheriesandManufactures(以下,「理 事会」 と略称)の 協力 を得℃1747年
の夏 に集中的 にハイ ラン ド東海岸地域での紡績拠点 の数や規模 を拡大 した助。
公益 的性 質を もっていたハ イラン ドでの紡績事業 は後 にBLCの 中堅事業分野
とな り,「理事 会」 の資 金的援助 の下でBLCが 亜麻事業か ら撤退 する まで続.
け られた101。また,同 じく織布..r:程の前 工程 に属す る準備工程 も,1750年に ド
＼(ユ,麗"聖αア f,Oe【.161746.
8)MinutesofCourtofDrecton',Sep.181746.
g>Ihd、,∫my9,Sep.101747,C.A.Malcolm,砂.`菰,PP.20-24.1757年まで にBLCの 管 理 下 に
お か れ て い た.ハイ ラ ン ドの 紡 績 拠 点 は 次 の 諸 地 方 町 に 点 在 し て い た、 す な わ ち,Cromarty,
Kirkwal1,Dr,m(κh,Dingwall,Wick,Tale,Lochbroo肌L。chc訂ron、Gle㎜onstonなどで あ った。
1⑪)F.M.IreneDean,&o畝訪,シ加 加ηg.School,London,1930.飯塚il… 朝 『「国 富 論 』 と18世紀 ス
コ ッ トラ ン ド経 済 社 会』 九 州 大 学 出 版 会,1990年,214-215頁.M加配邸 げCθ κπ げDピ ハ8`ω括

















イ.グDavidDoigとの合弁事 業契約 の締結 によ って11♪,BLCの事業経営の中.
に包摂 される ようにな った。
後方統 合に続 いて,漂 白工程 と販売網 の整備を含む前 方統合 の動 きは1749年
の秋に開始された。亜麻製 品の付加価値 は漂 白加.L技術 に左右 され るところが
大 きく,そ のため漂 白工程 の改善 は事業経 営の重心 の一つで あ った.。1747年9
月に,副 総裁 の ミル トン卿の援 助の下で]Z;,亜麻糸や亜麻布の漂 白加工を行 う
作 業場が エデ ィンバ ラ近郊のサ ル トンに設 立された。.単に準備,漂 白生産 に従
事す るだけで はな く,サ ル トン漂 白場 は漂 白生産技術 の向上 を も目指 していた。
しか し,域 内 の熟練工の不足 や良質原材料 の入手が容易でないな どの問題で,
その経営 は最初か ら困難 を極 めた もので あ った。 こうした状況の中で,漂 白作
業 の一部 を外部 に委託 しなが ら.,BLCは 「理事会」 に資金援 助 を求め13},サ
ル トシ漂 白場の経営 維持 に力 を注 ぎつづ けた。結果 としては,サ ル トン漂白場
で準備,漂 白加 工 を受けた亜麻製 品は品質や価格競争力 において,た しかに大
きな進捗をな しとげた。 しか し,こ の成果が 目に見 える形で現れたのは,1760
年代 にな ってか らの ことであ った1%生 産性 向上 の効 果が現れ るまで,「理事
会」の資金援助 な しで は,ほ とんど経営が成 り立たなか った ことを考 える と,
・サル トン漂 白場 の経営 は,果 た してBLC亜 麻事業の収益向上に寄与 したかど
＼ 業,製 造 業,イ ン グ ラ ン ド語 教 育,宗 教 な ど様 々 な分 野 に わ た る大 規 模 の教 化 政 策 が 行 わ 札 た 。
そ の 中 で,雇 用 人 口 の 増 大 を 目指 す 製 造業 の振 興 策 が特 に 重 視 され,「 理 事 会」 の 主 導 の 下 で 紡
績 学 校 の設 立 や 亜 麻 原 料 の 配 給 な どの 政 策 措 置 が 施行 さ れ た、 亜麻 原料 をハ イ ラ ン ドに供 給 し,
紡 績 学 校 で 訓 練 を受 けた 労 働 者 の 雇 用 を 引 き受 け,完 成 品 の亜 麻 糸 を 販売 す る こ.とはBLCの ハ
イ ラ ン ド紡 績 事 業 の セ 異 な 活 動 内 容 で あ った 。
11)M切 κ薦 ヴ(池 観qfDピ 曜'o'5June211750.D.ドイ グ との 合 弁 事 業 契 約 の 締 結 によ って,準
備 と紡 績 生 産 に関 す るす べ て の 業 務 活動 が ドイ グ の管 理 下 に移 る よ う にな った 。
12)ル1加雄邸 げtheproceedingsaJtheCenet.Cand4uanerfy(h配r郎レEdLnburgh,Sep.71747、C.
A.Malco】m.op.at.,p.詔7.サル トンは ミル トン卿 の 領 地 で あ り,そ こで ミル トン卿 は割 安 の
賃 借 料TackDuty〔1エ 一 方 一20s.の年 率〉 でBLCに 土 地や 建 物 を 提 供 した だ け で な く,生
産 設 備 の 購 入 や 労働 者 の雇 用 に必 要 運 転 資 金 も年 £7.los.の利f・でBLCに 貸 し付 けた の で あ る。
13)Minuteof(=br`"qヂPガrθ`'θ75,Sep.13,Nov.221750.
14)ハ42ηκ`8∫げ 踊8G朗 σα'αηぜQ熈 脚r如(bμ 榔 、July5,1762.1762年7月の 出 資 者 縁 合 で 初 め
て サ ル トン漂 白場 の経 営 につ い ての 積 極 的 な 評 価 が 下 ろ され た.そ こでG、 ドラモ ン トとP.リ
ンズ ィ との合 同 報告 が な され,そ の 内 容 に よ る とサ ル トン漂 白場 で 訓練 を受 け てい た数.人の漂 白







うかは疑問で ある。 この問題の検討 は次第に譲 ると.して,こ こで まずB.LCと
「理事会」 との間の関係 に目を向 けたい。BLCの 事 業展開 に対 して,「理事
会」 とい う政策 団体が大 きな影響力 を発揮 したのである。
「株 式会社」 としてのBLCの 設 立が,「理事会」 の支持 に大 き く負 ってい
たの と同 じよ うに15,,その事業活動の展 開 も 「理事 会」の政策援助 に負 う とこ
ろが大 きか った。 もとより 「理事会」 は,自 ら策定 した亜麻 産業振 興措置 の実
行 をBLCに 委託 しよ.うとす る傾 向が あった。BLCが ケ ンブ リクCambric
良質亜麻布の生産拡 大 に取 り組み,そ してハ イラ ン ドでの紡績事業やサル トン
漂 白場 の経営 にまで手 を延ば したのは,そ うした 「理事会」の姿勢による影響
が大 きか ったので あるX81。一方,BLCが.自 ら手掛 けた事業 活動 に対 して も,.
「理事会」 は地域政策団体 として様 々な形で の援助 を行 った。1755年の輸 出補
助金 の再 開を促す請願運動 を主導 したのは 「理事 会」であ り,ロ イヤル銀行 と
友好 関係 を保つ こ とが で きたの も,「理事 会」 の背後か らの働 きかけがあった
か らであ る17)。「理事 会」,ロイヤル銀行,BLC,そ れぞれ の人事 構成を一瞥
すれば,三 つ の団体の 間にこの ような緊密 な協力 関係がで きていた ことは,不
思議 もない ことが分か る。BLCの 実質的指導者で あ った ミル トン卿は 「理事
会」 の首座 を占めた 人物で あ り,彼 はロイヤ ル銀行 の重役 を も兼ね ていた。
1763年に人事 交替が起 こり,BLCの 経営 主導権が 当時 エデ ィンバ ラ市長 を務
めて いた.ドラモ ン ドGeorgeDrummondの手 中に移 ったが,被 も 「理事会」
とロイヤル銀行で発言力 を もつ人物で あった'㌦ そのほかに,ま だ多 くの橋渡
し役 のような関係者が存在 していだ%こ う した役員人事の重な り合いか ら出












な役割を担 っていたということがで きる儒BLCが この仕組みの中で,ス



















しか し,域外市場での販売活動の進展は順調ではなか った。域外販売の最 も
重要な拠点であるロンドンでは,当初グッドチャイル ドJohnGoodchildとい
20)C.A.MakD㎞,TheHistoryげtheBritish乙enenBankEdinburgh,1950,PP.23一 現,34.北,
.前 掲 書,66頁 。
21)C.A.Malcolm,⑫ ご鼠.PP.25「26.
68(68>..第159巻 第1帥2号
う卸売商人 に製品の販売が委託 され ていた㌶,。製品 の価格,販 売先,さ らに販
売 先に与 える信用期 間などが ほ とん ど彼の意の ままに決定される状態 の下で,
ロン ドンで の販売活動 はま もな く破綻 を来 した。売 ヒ高が伸 び悩 む とと もに,
グ ッドチ ャイル ドに多額の委 託手数料が支払われ ていたので あ る2%そ こで,
域外市場で の販売活動の効率 を引 き上げ るために,BLCは ロ ン ドンで の販売
組 織 の整備 に乗 り出 した。 グ..ッドチ ャイル ドとの委託販売契 約が解 除 され,
1747年8月に製 品の販売,亜 麻原料の輸入,そ してそれに関連す る輸送や保険
業務 を取 り扱 う支店 が ロン ドンに設立 された鍋)。ロン ドン支店の設立 に続 いて,
1749年5月に グラスゴウに も販 売支店が設立 された酉〕。 グラスゴウ支店の設立
を もって,エ デ ィンバ ラ,.ロン ドン,グ ラス ゴウ,こ の三つ の拠点 を中心 とす
る会社 の販売機構が正式 にで きあが ったのである。
(3}事業 機 能
こうして,亜 麻製品の生産 と販売の統合によ って特徴づ けられ るBLC事 業
の基本構造 は,ほ ぼ1750年代の初頭までに整え られるに至 った。 図2に 示 され
ているよ うに,こ の時期 に行われた事業活動の範囲は,ス コ ッ トラン ド域内だ
けで はな く,ヨ ー ロ ッパ大陸,イ ング ラン ド,さ らにアメ リカ植民地 にも及ん
で いる。事業活動の展開 をこうした空間的視 点から見直す と,BLCの 事業機
能 について次の二点 を指摘す ることがで きる。第一 に..スコ ッ トラン ド各地 に
散在 してい る紡績,織 布,漂 白工 程の生産拠 点を自社 の事業 内部 に収め,そ れ
22)」δ就,p.27,ロ ン ド ンで の 販 売 活 動 は 主 に 委 託 販 売 に よ って 行 わ れ て い た が,支 配 人 の ト ッ
ドは常 に ロ ン ドンや イ ン グ ラ ン ドで の繊 維 生産 に従 事 してい る主 要 な地 方 都 市 や 貿 易 港 に 赴 い て,
そ こで 顧 客 先 を開 拓 す る に 当 た って い た 。
23)勘 「',澗オ85げCourtげDirectors,No,.261746脚Apr.21747,May31750.
24>Ibid,S,p.田】747・A・∫ Durie,・壌 ご鵡,p.128.ロン ドン支 店 の 経 営 管 理 に あた っ て は,同 じ
リ ンネ ル 卸 売 商 の チ ャ イ ル ドNathialChildが支店 管 理 人keeperとして,年 俸 £100で雇 わ れ
てい た 。
25)M'〃 崖硲 φ(bκπ 可D擁r如 π,,May181749.グラ ス ゴ ウ 商 人 の ジ5ン ソ ンJamesJohnson


















































































となったのである。したがって,生 産空間と市場空間との連結役 を果た したと
ころに,BLCに 固有の事業機能が存在 していのである。.
26)筆 者 稿,前 掲 論 文,図1「 ブ リテ ィ ッシ ュ亜麻 会社 の事 業 構 造 」 を参 照 され た い 。
27)H.HamiltQn,AnF<nrz㎜isHi∫toryof3eoHandintheEighteenth(セη診妖y,Oxford,1963,pp.
Ids…149.LeahLe㎜an,LivinginAMoll1685-1昭5,Ed㎞burgh,1986,p.210.飯塚 前 掲 書,
1990年,214-217,2'10頁。
28)渡 辺 尚rラ イ ン の 産 業 革 命 原 経 済 圏 の 形 成 過 程 一 』 東 洋経 済 新 報 社,1937年,84,
112頁。 社 会 的分 業 体 系 の 構 築 に お い て,生 産 と市 場 空 聞 を連 結 す る役 と して 「前貸 問 屋」 が 非
常 に大 き い な役 割 を 果 た した こ と を,す で に 渡辺 尚 が そ の 「フ ァブ リー ク」 の概 念 分 析 に よ って
指 摘 して い る。 こ う し た生 産 と市 場 空 聞 の 連 結役 と して のBLCの 事 業 機 能 は,同 氏 が 紹 介 して
い る 「フ ァブ リカ ン ト」 の そ れ と似 って い る こ とは 特 に 注 意 を 要 す る。
